
「かながわボランタリー活動推進基金 21協働事業負担金」対象事業
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日本の子どもの相対的貧困率は 13.9%、 7人にひとりが貧困の状態にあります。地域ぐるみで子どもたちを
支える環境をつくるため、企業、子ども支援団体、地縁団体、行政がそれぞれの活動について学び合い、セク

ターを越えた顔の見えるネットワークを広げることを目的に「企業×NPO子ども支援交流会」を開催 します。

●2020/2/28(金 ) 16:00～ 19:00
鼻

鼻

鼻

茅ヶ崎市役所 分庁舎 コミュニティホール

定 員 50名   ※手話通訳あり
|      |     |

参加費無料・申込制  (詳細は裏面をご覧ください) ~~~
※託児(6歳くらいまで、先着 6名 )は、事前申込が必要です。

認定 NPO法人神奈川子ども未来ファンド
Te1/FAX:045… 212‐5825 Email:info@kodomofundocom

ちがさき市民活動サポートセンター

Te1/臥X:0467-88‐ 7546 Eman:s―center@pluto.plala.o可 p

電話・FAX・ Email・ HPフ ォームにて 2月 27日 (木)まで
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【プログラム】
① 主催者挨拶 〈神奈川子ども未来ファンド〉

神奈川の子どもの現状と県の取組みについて 。・・・・・・・・・・・・・・・・ 〈神奈川県子ども支援課〉

茅ヶ崎市の取組みについて 。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 〈茅ヶ崎市子育て支援課〉

事例紹介■ モトスミ・ブレーメン通り商店街 (川崎市)・・・・ 〈神奈川子ども未来ファンド〉
事例紹介2茅ヶ崎フードサルリーグ (茅ヶ崎市)、 フードバンクひらつか (平塚市)、

②

③

④

⑤

o●

子育て支援センター (厚木市) 〈企業・団体・関係機関〉
・・・ 休憩 ・・・
⑥ 交流会 ワールドカフェ
⑦ 全体会 ワールドカフェのふりかえり 0内容の共有

*名刺をご持参ください。なお、プログラム内容は変更する場合があります。
● ● ● ● 0 0● ● ● ●  0,00●  ● 峰 ● ● ●  ● .● ● ●  ● 彎 0● ●  ● ウ ● ● ●

問合せ

申込み

●

●

oOo

お申込みは↓↓

●主 催 認定 NPO法人神奈川子ども未来ファンド    ●共 催 茅ヶ崎市
●後 援 茅ヶ崎商工会議所  茅ヶ崎青年会議所
●運 営 認定 NPO法人 NPOサポートちがさき (ちがさき市民活動サポートセンター指定管理者)
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モトスミ・ ブレーメン通り商店街 (川崎市中原区) 茅ヶ崎フードサルリーグ (茅ヶ崎市)
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「飲食店仲間を集めてサッカーをやりたい。」

「サッカーで茅ヶ崎を盛り上げたい。」

そんな思いをもった茅ヶ崎駅前に店を構える「とり

介」の店主が発起人となり「フード」と「フットサル」

を合わせたチーム名の「茅ヶ崎フードサルリーグ」が

2014年に発足しました。フードサルがきっかけで、人

手が足りなくなった時は、別店舗の応援にいくことも

ある仲のよさ。クリスマスには、店主たちがサンタに

なって、市内の児童養護施設を訪問し、子どもたちに、

おもちゃや菓子などを届けて、サッカーをして交流を

深めています。
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特定非営利活動法人フードバンクひらつか (平塚市) ● 子育て支援センター (厚木市)

モトスミ・ブレーメン通り商店街の秋のイベント

「フライマルクト」で、商店街振興組合の協力により、

毎年チャリティーバザーを実施しています。

イベント当日は用意した神奈川子ども未来ファンド

のテントで、商店街の皆様からのたくさんの寄贈品を

販売。その売上は神奈川の子どもたちを支える資金と

なります。「子どもたちのために役立ててね」と品物を

ご提供くださる商店の皆様方や、「子どもたちへの募金

を兼ねて」とたくさん購入してくださる方など、毎年

多くの皆様との出会いがあり、その笑顔を大切に活動

を続けています。

貧困対策を目的として、平塚市役所、社会福祉協議会

などから依頼のある生活困窮世帯や、ひとり親家庭、子

ども食堂などへ食料支援を行っています。

2017年 7月～2019年 9月 までの期間で、行政などか

らの依頼件数 232世帯、ひとり親家庭や子ども食堂な
どへ 1003回支援を行いました。また、平塚市役所環境
部より依頼を受け、食品ロス削減を目的としたフードド

ライブ(食品を集める活動 )を毎月 ■回平塚市役所で
行っています。活動日は平日火・木。金曜 11時～ 16時。

食品の受け取りは活動時間内であれば事務所でも受け

付けています。

厚木市では、行政と市民活動団体との協働により、

市内の公民館を中心に 6団体が子ども食堂を実施して
います。主に団体が子ども食堂の運営を行い、市が活

. 動場所の提供や周知などの役割を担っています。
また、市内の食品会社や JAな どから無償で食材を
提供していただいており、多面的な連携や食品ロス削

減の取組とのつながりも生まれています。

団体それぞれの特色を生かしながら活動が行われ、

生活困窮家庭の支援や子どもの居場所づくりなどの場
°
 として広がりをみせています。
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▽▽お申込みはコチラ。電話・ FAX・ メール・ HP申込フォームにて (表面のQRコードからもOK!)▽▽

2020/2/28(金)「企業×NPO子 ども支援交流会」

ふりがな

お名前
所 属

□企業   □NPO(市民活動団体 )
□地縁団体   □行政   □その他
r
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ご住所

(町名まで)

丁EL FAX

E mail

ご質問などあればご記入ください

託児をご希望の方は下記にご記入し、2月 21日 (金)までにお申し出ください (先着 6名 )

□ 6カ月～1歳 (   名)   □ 2～ 3歳 (   名)   □ 4～ 6歳 ( 名 )

お預かりした個人情報はこの事業の目的にのみ使用します
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